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研究成果の概要（和文）：本研究の成果は次の二点にまとめることができる。第一に、コンピテンシー志向のカ
リキュラム改革に先進的に取り組んでいるドイツの動向を整理することができた点である。ドイツでは、コンピ
テンシー概念を取り入れたカリキュラム改革のもと、子どもたちが自分自身のコンピテンシー段階を自己評価で
きるような実践的取組に着手してきていることを明らかにした。第二に、中学校および高等学校におけるコンピ
テンシー志向の授業実践の開発研究に着手することができた点である。学校毎に「資質・能力」を独自に開発
し、それを一つ一つの単元・授業に落とし込みながら、子どもたち自身による自己評価を軸とした授業づくりの
意義を明確にした。

研究成果の概要（英文）：The results of this study could be summarized in the following two points. 
At first, I clarified the trends of "competency-based(Kompetenz-basierte)" Curriculum reform in 
Germany. In Schools of Germany, children have started practical efforts to enable self-evaluation of
 their own competencies.The second point is that this study could develop and research 
competency-based teaching and learning in junior and senior high schools. By developing School own "
competencies" independently and dropping it into individual teaching units and classes. The 
developing praxis showed that the significance of creating classes based on self-evaluation by 
children themselves.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
「コンピテンシー志向」で進められてきているドイツにおけるカリキュラム改革と授業改革を、理論的且つ実践
的に明らかにした点に本研究の学術的意義がある。「資質・能力」を明確にしつつ学校教育実践および校内研修
と連動した開発的実践に着手した点に、本研究の社会的意義がある。学術的研究活動および社会的実践活動のど
ちらも、学会での発表あるいは研究論文による公開によって、研究成果を公的に発信することができた点も本研
究を遂行することができた重要な意義である。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
OECD の提起した「キー・コンピテンシー」や「21 世紀型スキル」は、「育成すべき資質・能

力」として「日本型資質・能力枠組み」を通して国家的な教育課程の基準のあり方にも影響を

与えつつある。他方で、各県の教育改革プランの中にも位置づけられながら、学校教育実践に

も間接的に影響を与えつつある。ここで「コンピテンシー」は、特定の状況下における課題解

決のための認知的能力だけではなく、情意的・社会的能力も含んだ概念として理解されている。

しかしながら、学習指導要領の改訂に伴って、各学校はそれぞれ「資質・能力」を学校カリキ

ュラムの中に位置づけ、その構想に基づく授業の実践と検証を行う必要がある。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、コンピテンシーの育成にむけた授業づくりの理論的構造を、授業実践の実

証研究を通して明らかにすることである。その際に焦点化するのは、高等学校を中心とした中

等教育学校における授業づくりである。「コンピテンシー」を鍵概念とした授業づくりは、理論

的・実証的なカリキュラム研究に支えられる必要がある。そのため本研究では、「コンピテンシ

ー志向」の授業づくりにいち早く取り組んできているドイツ教授学の研究蓄積の批判的な検討、

および中等教育学校における授業研究を軸とした授業づくりの実証的検討を通して、研究を遂

行する。 

 
３．研究の方法 
第一に、ドイツのカリキュラム改革および教授学議論の批判的検討を通して、カリキュラム

における「コンピテンシー」の位置づけを理論的に明確にする。さらに第二に、「コンピテンシ

ー志向」を具体化する「学習課題」を視点とした中等教育学校における授業づくりのあり方を

実証的に明らかにする。 

 

４．研究成果 

本研究の成果は次の二点にまとめることができる。 

第一に、コンピテンシー志向のカリキュラム改革に先進的に取り組んでいるドイツの動向を

整理することができた点である。ドイツでは、コンピテンシー概念を取り入れたカリキュラム

改革のもと、子どもたちが自分自身のコンピテンシー段階を自己評価できるような実践的取組

に着手してきていることを明らかにした。 

第二に、中学校および高等学校におけるコンピテンシー志向の授業実践の開発研究に着手す

ることができた点である。学校毎に「資質・能力」を独自に開発し、それを一つ一つの単元・

授業に落とし込みながら、子どもたち自身による自己評価を軸とした授業づくりの意義を明確

にした。 

上記二点に関わるドイツの研究動向および実践動向は、図書および論文にて公刊している。

また、わが国における授業実践の開発研究についても、共同研究校の研究紀要および図書・学

術論文においてもその成果を公開している。今後の展望と課題としては、「コンピテンシー志向」

のもとで加速する教育改革をどのように捉えていくのかという点に関わって、引き続き国内外

の動向を視野に検討していくことが求められる。また教育実践のレベルにおいても、「コンピテ

ンシー」あるいは「資質・能力」を志向する教育実践の多様な展開のあり方を模索するととも

に、その実践的意義と課題を検証していくという課題が残されている。 
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